


















<まとめ> 

 昨年度,本年度のアンケート調査で回答の得られた 2,735 人のうち,小学校普通教諭と保

育園保母(各々886 人,630 人)の回答結果から次のように考えられた。すなわち, 

 全体としててんかんを身近に感じている人が半数と多いものの,てんかんに関する知識

の普及には遅れがある。保母は教諭に比べて実際的知識をよりよく知っているように考え

られ,またてんかん児の療育についての寛容さも大きいように考えられた。 

 療育者と親の間の連絡に比べ,療育者と医師の間の連絡ははなはだ不充分と考えられた。 

 実際にてんかん児を担当した保母教諭の中では,担当経験のない保母,教諭に比べて例え

ば水泳・運動への参加についても積極的に参加させようとする傾向がみられるなどの結果

からは,適当な療育方針のガイドラインを示すことにより,てんかん児の療育をさらに充実

させることのできる条件が存在すると考えられた。 


